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１ 　洗面化粧台廻り配管図 Ｓ＝ＦＲＥＥ　

廊　下

樹脂製化粧カバー

(１ ) 化粧カバーは、壁色と同系色とする。

(２ ) 校長室、応接室等の上級室は、隣室から洗面

化粧台裏の壁を貫通し、給水するものとする。
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鏡中心まで
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HIVP,ポリブテン管

土間配管吊金物施工要領　洗面器廻り配管図（２）　廊下－教室配管貫通断面図 　洗面器廻り配管図（１） Ｓ＝１／２０　Ｓ＝１／２０　 Ｓ＝１／２０　　化学水栓接続要領 Ｓ＝１／５　

配管支持用ブラケット参考図（既製品） 配管支持用アングル架台参考図 Ｓ＝ＦＲＥＥ　Ｓ＝１／１０　躯体貫通部・配管支持部・防食テープ巻要領図

（１）既設洗面器再取付け

（４）Ｐトラップ　新設

（５）既設給水管壁貫通部モルタル充填補修

ＦＬ

保温vv

吊りボルト

吊りバンド

コア抜きモルタル補修

後打ちアンカ-

必要部分の天井は解体・復旧を行う

教　室 廊　下

v

ＦＬ

（１）既設洗面器再取付け

（４）Ｐトラップ　新設

（５）既設給水管壁貫通部モルタル充填補修

樹脂製化粧カバー

HIVP,ポリブテン管

鋼管の場合樹脂管の場合
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２ 　流し台廻り配管図（１）
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樹脂製化粧カバー

コンロ台流し台

給水管(鋼管）

換気扇連動ＳＷ
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耐熱板t3.2mm以上

5号湯沸器(元止式)

逆止弁付ﾎﾞｰﾙ止水栓

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞ

ﾌﾚｷｶﾞｽ栓

HIVP,ポリブテン管

※下記(２)参照

(１ ) 換気扇連動ｽｲｯﾁは、電気工事へ支給とする。

(２) 湯沸器の取付面が可燃性でガス機器防火性能評定（（一財）日本ガス機器検査協会）を取得してい

　　 ない機器を設置する場合は、背部に耐熱板(アルミニウム板で縁取りした3.2mm以上の耐火ボード）

　　 を設ける。

(３) ５号湯沸器（元止式）設置高さは、上端でFL+1650mmとし、出湯管の長さを調整する。

Ｓ＝１／３０　 ３ 　流し台廻り配管図（２）

化粧ねじ足付支持ボルト

（２）既設水栓撤去部モルタル充填補修

横水栓（吐水口回転形）

１３－Ｆ７　 新設

（１）横水栓（13-F7吐水口回転形）　新設

又は、サドルバンド

裸管塗装仕上

保温

ＦＬ
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バケツが入るように３００ｍｍとする。

鋼管の場合

Ｓ＝ＦＲＥＥ　　水飲み場廻り配管図（２）　水飲み場廻り配管図（１）

（２）既設水栓撤去部モルタル充填補修

横水栓（吐水口回転形）

１３－Ｆ７　 新設

（１）横水栓（13-F7吐水口回転形）　新設

樹脂製化粧ｶﾊﾞｰ

ＦＬ

バケツが入るように３００ｍｍとする。

HIVP,ポリブテン管

樹脂管の場合
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HIVP,ポリブテン管
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100□  PL 3.2 mm以上

取付要領Ｐ２

単位（ｍｍ）

仕様Ｕ 使用Ｔ Ｌ Ｈ Ｗ Ｐ１ Ｐ１穴径 Ｐ２ Ｐ２穴径 最大径ボルト径

１１ｘ５０ １００ １１ｘ２５ 3/8丸 　７５Ａ５．０以上 １５０ １００ ５０ ８５Ｅ

１１ｘ８５５．０以上 ２００ １００ ５０ ９５Ｆ １００ １１ｘ２５ 3/8丸 １２５Ａ

５．０以上 ２５０ １００ ５０ １２０Ｇ １１ｘ１１０ １１ｘ２５ 3/8丸 １５０Ａ１００

（防錆処理）屋内隠ぺい：塗装（錆止め）

　　　　　　屋内露出　：塗装（錆止め＋合成樹脂調合ペイント）
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（防錆処理）屋内隠ぺい：塗装（錆止め）

　　　　　　屋内露出　：塗装（錆止め＋合成樹脂調合ペイント）

4.5t（Aのみ2.6t）以上

注）コンクリート貫通部や支持材及び吊り材が配管と異種金属の場合プラスチックテープを巻く。

　　プラスチックテープは、１／２重ね１回巻きとする。

　　合成樹脂を被覆した支持金具及び固定金具を用いる場合は、テープ巻は不要とする。

鋼管

化学水栓（めねじ）

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞ(SUS製 )

ニップル（青銅製）

(ねじ部青銅製)

器具接続用異種金属
接触防止継手（※1）

（※1）樹脂ねじの水栓接続用継手は使用してはならない。

ニップル（青銅製）

管径

15～25

32～100

125～150

200～250

止ボルト

6mm

9mm

13mm

16mm

吊ボルト

6mm

9mm

13mm

16mm

管種 吊り間隔

1m

1m

1m

1m

全て

全て

全て

全て

注）  １　鋼管の場合は当板不用。

２　全ネジ支持棒は使用しない。

片巻吊ボルト 配管

ＶＰ当板養生

１００以上

片巻吊ボルト

止ボルト

４００以上

スラブ配筋

２ヵ所結束

吊バンド（亜鉛メッキ）

保温筒

配管

保温筒

１００以上

ＶＰ当板養生（接着）

スラブ厚

9mm以上

6mm以上

t=2.8mm以上

w=25mm以上

保温なしの場合

保温ありの場合

　　配管塗装仕上げを行う場合、防食テープ上は塗装を行わない。

（２）立水栓　新設

（３）止水栓　新設

（２）立水栓　新設

（３）止水栓　新設
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番号に○印を付けたものを適用する。　　　　　　屋外露出　：溶融亜鉛めっき（ HDZT49(2種 35)、 HDZT70(2種 50)）又はステンレス

　　　　　　屋外露出　：溶融亜鉛めっき（ＨＤＺＴ４９(２種３５)、ＨＤＺＴ７０(２種５０)）又はステンレス
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露出防水
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